
1/9　景気ウォッチャー調査（令和７年10月調査）― 近畿（現状）―

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月も恒例の物産や新規の催事が好調で、集客効果がみら
れたほか、大阪・関西万博の関連売場が好調で、売上は前年
を上回る推移となっている。

◎
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・大阪・関西万博が閉幕し、大阪からの客の予約が入り始め
ている。

◎

都市型ホテル
（販売促進担
当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の影響は大きく、３か月前とは比べられな
いが、万博閉幕後の10月13日以降も、稼働率、客室料金共に
以前と比べて少し良くなっている。11月以降もまずまずの動
きであり、少し良い状況となっている。

○

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

来客数の動き ・今月に入り、インバウンドが増加している。

○

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・大阪・関西万博の開催期間中は、当エリアは来客数の増加
による恩恵は少なかったが、ようやく来客数が回復しつつあ
る。

○

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・免税売上が好調に推移している。月前半の国慶節の期間中
は高額品の販売が増え、国慶節や大阪・関西万博が閉幕し、
航空運賃や宿泊料金が下がってからは、化粧品の売上が前年
を大きく上回っている。外商売上、外商以外の国内売上共に
前年並みの状況であり、来客数は万博閉幕後も前年を上回る
など、減少している様子はない。

○

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・国内客の売上は、前年を上回る堅調な推移となっている。
残暑が長引いて秋物衣類は苦戦しているが、宝飾品などの高
額品需要が好調なほか、円安傾向を受けて免税売上も前年を
上回っている。

○

百貨店（宣伝担
当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の盛り上がりに合わせて、10月は来客数が
前年よりも大きく伸びた。閉幕後の落ち込みを懸念していた
が、前年比での伸び率は低下したものの、プラスの動きは維
持しており、国内客、インバウンド共に売上は堅調である。

○

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・３月以降、前年の実績を下回っていたインバウンド売上
が、前年を上回る推移となっている。少し円安傾向に戻った
ことが要因とみられる。その一方、気温の高い日が続いたこ
とで、婦人服や紳士服は冬物商材が売れていない。

○

百貨店（販売推
進担当）

お客様の様子 ・中旬以降は気温が大きく下がり、衣料品の販売が前年比で
２けた以上の増加となった。当店は郊外型の店舗であるが、
インバウンド需要も高まっており、売上は久しぶりに前年を
上回っている。

○

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・当地域では国際線就航の影響もあり、インバウンドが前年
比で70.6％増え、売上も697％増と全体を引っ張っている。
国内客の消費も、気温の低下とともに冬物衣料が堅調に動い
ているほか、富裕層を中心に宝飾品や時計、特選品の動きが
好調を維持している。さらに、キャラクター関連の催事など
で、来客数も増えている。

○
百貨店（管理担
当）

お客様の様子 ・大阪・関西万博の閉幕後も、関連グッズの販売を継続して
おり、好調が続いている。

○

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・気温の低下を受けて、アパレル関連が好調に推移してい
る。また、インバウンド需要の好調もあり、個人消費が活性
化する傾向がみられる。

○

百貨店（外商担
当）

来客数の動き ・大阪・関西万博は閉幕したが、店舗周辺の人出は明らかに
増加傾向にある。当店も通常の営業体制に戻っているが、当
店の売上や店舗内の各ショップの売上には増加の兆しがみら
れる。
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○

百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・３か月前の７月が、猛暑や物価上昇の影響で苦戦していた
ため、今月はやや改善傾向にある。一方、前年の10月はまだ
暑さが続いていたが、今年は秋らしい気候となっており、婦
人向けの秋冬衣料の動きも早まっている。一方、食品は苦戦
が続いているが、３か月前よりも売上の増加率は改善してい
る。

○

百貨店（売場統
括）

お客様の様子 ・新政権への期待感による株価の上昇を受け、外商売上は好
調を維持しているほか、現金客の売上も前年並みとなるな
ど、免税売上を除く国内売上が増加傾向にある。

○

百貨店（営業推
進担当）

来客数の動き ・猛暑の影響で入店客数は減少していたが、10月に入って気
温が低下したことで、入店客数が増加傾向にある。

○
百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・大阪・関西万博の閉幕以降は、客の間で購買の動きが増え
ている。

○

百貨店（商品担
当）

お客様の様子 ・インバウンド売上が回復気味で、大阪・関西万博の閉幕後
も関連売上は好調であった。副首都構想などによる株高効果
もあり、宝飾品や時計の動きも好調となるなど、明るいムー
ドとなっている。

○

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・３か月前と比べて、来客数や単価がやや改善した。７月の
猛暑から一変し、10月には秋風が吹いて秋物商戦が動くな
ど、気候面の変化による影響が大きい。一方、大阪・関西万
博の閉幕前は、大阪市内でも国内客、インバウンド共に来店
客が多くみられ、業績へのプラス材料となっている。

○
衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・来客数の増加による影響や、期間限定で単価を下げて販売
強化を行った効果が出ている。

○
家電量販店（営
業担当）

お客様の様子 ・客の予算が以前よりも増えているが、単純に物価上昇が影
響している部分もある。

○

乗用車販売店
（支店長）

販売量の動き ・株価が史上初めて５万円台となり、特に富裕層は利益が出
ている様子であるため、今後は消費に好影響が出ると予想さ
れる。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・直営店のカフェでは、欧米からの外国人観光客を中心に、
来客数が増加した。卸売関連でも、地域差はあるものの、順
調に注文が入ってきている。

○

その他飲食［洋
菓子］（管理担
当）

来客数の動き ・前年は駅の工事で人の動線が変わり、店舗前の動きが増え
たことで好調となったため、今年は前年比で90％と厳しい状
況であるが、２年前よりも増えている。

○
都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・首相の交代による高揚感が広がっており、何となく期待感
が高まっている。

○
都市型ホテル
（客室担当）

販売量の動き ・秋の観光シーズンに入り、高単価での販売は難しいが、直
近の予約状況は回復傾向にある。

○

通信会社［貴金
属オークショ
ン］（経営者）

単価の動き ・金相場の上昇が一気に加速する傾向にあり、一時的には下
落しても、更なる上昇を見込んだ動きが目立っている。

○
競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は9185円と、３か月前の9075円よりも上がっ

ている。

○

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の開催期間中に比べて、団体客の動きが回
復傾向にある。また、暑さがかなり和らぎ、外出する意欲が
高まっている。国慶節期間中の中国からの来訪も、例年と比
べて多い印象を受ける。

○
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・建材価格や資材価格の上昇の動きが、かなり落ち着いてき
ている。

○

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

販売量の動き ・８月決算の結果をみると、想定を上回る売上が達成でき
た。首都圏での売上増に加え、改修工事の売上増加が全体の
改善につながっている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街での店の状況は、業種ごとのばらつきはあるが、低
価格の商品が売れている。
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□

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・最近になって新しい客が増えたようである。住宅街の路面
店としては余り良くない立地であるが、量販店でない点に興
味を持ち、インターネットで知ったという客や、以前から関
心のあった客の来店がみられる。その結果、売上の増加につ
ながっただけでなく、時計に興味のある人が多いことを知っ
た。こうした客を、従来の客とともに大事にしていきたい。

□

一般小売店［化
粧品］（経営
者）

来客数の動き ・10月に入り、気温の低下で月前半は好調に推移したが、後
半の失速により売上は前年比で97％となった。客単価は
104％と上昇したが、来客数が前年を下回った。直近の数期
で商品単価が10～20％上昇したため、客離れが続き、メイク
商材などにその影響が出ている。一方、フレグランス関連は
男性客の新たな動きで好調に推移するなど、今後のギフト市
場は好調な動きが期待される。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・冬物衣料の動きが少し出てきたものの、気候要因によるも
のであり、景気の変化は余りみられない。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・価格の高い物は売れにくく、卵なども値段が上がると売れ
ないが、少しセールをするとよく売れる。

□
一般小売店［呉
服］（店員）

販売量の動き ・着物については、客の購入機会が減少している。

□

一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・贈答品の売上の低迷が続いており、11月も横ばいとなるこ
とが予想される。

□

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・近隣でのスーパーの出店ラッシュから１年が経過し、入店
客数は27日現在で前年比1.2％減、売上は横ばいと、前年並
みの動きがみられるようになった。大阪・関西万博の閉幕前
の１週間は、人出が都心部に集まり、郊外店の当店は入店数
が非常に悪くなった。その影響を勘案しても、前年並みの数
字は確保できている。

□
百貨店（企画担
当）

単価の動き ・購入の動きが高額商品と低額商品に２極化しており、中間
価格帯の商品の不振が続いている。

□

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・来客数の落ち込みよりも売上の落ち込みが大きく、ディス
カウント商品を求めて、客が競合他社を買い回りしている。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・値上げの影響で客単価は上がっているが、購入量は減って
いる。家計の収入と支出のバランスも悪い。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・必要な物を厳選して購入する動きがみられる。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は横ばいで安定している。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・残暑から一転して気温が低下し、鍋物食材や冬物衣料と
いった冬物商材の動きが活発化しているが、天候不順や激し
い気温変動の悪影響もある。一方、大阪・関西万博の閉幕や
大手飲料メーカーの出荷制限といったマイナス材料はある
が、影響は限定的である。

□

スーパー（企
画）

販売量の動き ・売上は４月から好調を維持しており、買上点数以外の来客
数や客単価といった数値は伸びている。部門としては、水産
関連以外は目標を達成しており、特に米の売上が大きく伸び
ている。

□
スーパー（企
画）

来客数の動き ・３か月前と比べて来客数の増加が続いており、売上の伸び
も継続している。

□

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・月前半は大阪・関西万博の効果で来客数がかなり多かった
が、万博閉幕後は、特に夕方以降の来客数が明らかに減少し
ている。

□

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・大阪・関西万博が閉幕し、日中はインバウンドが少し減っ
たようであるが、それでも来客数は多く、毎日忙しい。

□

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・大阪・関西万博が閉幕して外国人観光客が減ると予想され
たが、特に変化はなく、多くの観光客の来店がみられる。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数の伸び悩む状況が続いており、大きな変動はない。

家計
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□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・一気に寒くなり、冷たい物は余り売れなくなった。年末に
かけて旅行客が増えることを期待している。

□

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客にダイレクトメールを送付しても反応が極めて悪い。修
理業者も暇なようで、連絡をすれば商品をすぐに受け取りに
来る。

□
家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・補助金の締切り間際で、問合せが増加している。

□

家電量販店（店
員）

単価の動き ・商品単価は前年比で低下している。物価の上昇で必要最低
限だけを購入する動きが目立ち、特に高付加価値品が厳し
く、単価の下落がみられる。今後は新内閣発足や米国の関税
による影響に左右されるが、良い方向に進むことを期待して
いる。

□
乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・様々な要因で状況の把握が困難となるなか、他のメーカー
も苦労している。

□
乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・販売台数は横ばいの動きが続いている。

□
乗用車販売店
（営業企画）

お客様の様子 ・来客数が減少している。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数に変化はなく、景気が上向く動きはみられない。

□

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・今月も新車の販売台数は目標を達成できず、ここ数か月は
苦戦が続いているが、中古車の販売台数や修理関連の売上は
好調を維持している。新車販売の苦戦は、車両単価の高騰に
加え、電気自動車政策の見直しによる新型車種の不足、話題
性のある車種の不足により、新規客への販売が減少したこと
が要因とみられる。

□
住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・新規客が減っている。

□

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・５月以降は販売量が低迷しており、景気が上向いている感
覚はない。さらに、今回の最低賃金引上げにより、利益は圧
迫される一方である。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

単価の動き ・商品の単価が上がり続けるなか、連動して値上げを行って
いる店もあるとみられる。売上や客単価は値上げの影響で上
向いているが、来客数はそれほど増えておらず、景気が良く
なっているわけではない。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経理担
当）

販売量の動き ・ガソリンの販売量は前年比で微増となっている。原油価格
はやや低位で推移しており、景気判断に大きな変化はない。

□

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・恒例の催事では、客単価が前年よりも上がっている。これ
は材料相場の高騰による商品価格の上昇に加え、今後は更に
値上がりするという消費者の意識が働き、客単価の上昇につ
ながっている。

□

その他専門店
［医薬品］（管
理担当）

販売量の動き ・気温の低下に伴う、季節商材の大きな動きはみられない。
10月も化粧品や美容関連用品は順調に動いている一方、食品
や日用雑貨などの生活必需品は横ばいで、医薬品や健康食
品、衛生用品は減少が続いている。３か月前と比較して客単
価は上昇しているが、来客数や買上点数に大きな変化はな
い。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（総
括）

来客数の動き ・大阪・関西万博の関連売上の好調を除けば、ややプラスで
はあるものの、今後大きく伸びる様子はない。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・急激な気温の変化に左右されている。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大阪・関西万博が閉幕し、近隣の商店街の人通りも徐々に
戻ってきたが、依然として客単価は低い。

□

一般レストラン
（企画）

販売量の動き ・売上の前年比は105％前後で継続的に増えているが、来客
数はまだ前年の水準に届かず、横ばいの状況が続いている。

□

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

販売量の動き ・新たな首相となり、何となく景気が上向く期待はあるが、
実際にはまだ何も変わっていない。

家計
動向
関連

(近畿)
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□
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・大阪・関西万博の閉幕後も引き続き団体客が多く、販売量
も前年を上回っている。

□

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・大阪・関西万博の閉幕に伴い、国内需要は減少傾向にある
ものの、欧州からのインバウンドの動きが出てきている。

□

都市型ホテル
（フロント）

単価の動き ・大阪・関西万博の閉幕間際の駆け込み需要により、宿泊は
高単価、高稼働となり、コロナ禍以降で最高収益となってい
る。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・大阪・関西万博は閉幕したが、アプリ経由での利用や、駅

などでの利用状況は横ばいとなっている。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・原材料費や人件費の高騰で、利益が圧迫されている。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・前年比では販売件数が増えているが、他の代理店と比べる
と負けている。

□

通信会社（社
員）

販売量の動き ・９月頃から加入件数の伸びが少し鈍化している。全体的に
インターネットサービスの利用はやや好調であるが、テレビ
関連のサービスは芳しくない。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・女性初の首相が誕生し、株価は上昇傾向となっているが、
販売量が増えるまでには至っていない。

□

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・政権が交代し、これまでの緊縮財政から積極財政へと転換
するとみられるが、具体的な政策の実施はこれからである。

□
競艇場（職員） 販売量の動き ・引き続きインターネット投票が前年比でプラスとなってお

り、客単価も上昇している。

□

その他レジャー
［スポーツ施
設］（業務担
当）

単価の動き ・相変わらず原価や経費が高騰しており、売上も前年比で約
２％減っている。

□
美容室（店長） 来客数の動き ・来客数は徐々に戻ってきているが、新しい客が増えない

分、水準としてはまだ低い。

□
美容室（店員） 単価の動き ・ハイライトカラーやパーマなどをオーダーする場合は、ト

リートメントなどを控える客が多い。

□
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・活発な取引が見受けられない。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新築分譲マンションの販売状況は、都心部の好立地は価格
が上昇しても売行きは良いが、郊外になると、一部の駅前立
地以外は鈍い動きがみられる。しゅん工時点でも完売しない
どころか、しゅん工後１年以上も販売を続けているマンショ
ンが多い。

□
住宅販売会社
（企画担当）

販売量の動き ・受注量は順調に推移しており、景気の悪化傾向はみられな
い。

□

その他住宅［展
示場］（従業
員）

販売量の動き ・運営する住宅展示場全体の成約数は、３か月前と比べて、
ほぼ横ばいで推移している。

□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・不動産価格の上昇により、物件によっては販売に陰りがみ
られるなか、建築費の上昇は続いている。さらに、新築価格
の上昇も続いているが、富裕層向けの物件は引き続き好調で
あるため、高額物件は強気の販売姿勢が続いている。

▲

スーパー（店
員）

単価の動き ・北海道で雨が多かった影響で、土物野菜が値上がりしたほ
か、果物の価格も今年は高いままであるため、客の様子も厳
しくなっている。

▲

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・食料品の値上げが続き、米の価格も下がらないなか、手作
り弁当を値上げせざるを得ず、販売量が減少している。単価
の上昇で売上は維持できているが、今後も厳しい状況が続き
そうである。

▲

スーパー（販売
促進担当）

来客数の動き ・大きな変化はないが、関西では大阪・関西万博の閉幕に伴
い、外国人を含む観光客が前年比で２～３％の減少となって
いる。万博開催中は都市部やホテル周辺店舗で、夜の時間帯
に夜食や翌日の朝食のための買物があったため、その分が減
少したとみられる。

▲

スーパー（社
員）

単価の動き ・卵を始めとする商品価格の上昇が続いており、店頭では客
が購入をためらう動きがみられる。価格の安い商品の販売が
増え、結果的に客単価の低下につながっている。

家計
動向
関連

(近畿)
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▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・秋祭りが終わり、買い控えの動きがみられる。

▲

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・10月に入り、大手飲料メーカーのサイバー攻撃問題などで
物流が止まり、飲食店にかなり影響が出ている。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・大阪・関西万博が閉幕して約10日が経過し、インバウンド
の団体客は増えつつあるが、夜９時から11時半までの売上が
５％ほど減少している。

▲
家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・家電や水回りのリフォーム商品の値上げが響き、販売量が
左右されている。

▲

家電量販店（人
事担当）

販売量の動き ・夏の暑さが一段落した一方、週末ごとに雨が降り、気温の
乱高下も続いている。朝と昼の寒暖差が大きいため、暖房器
具も今一つ販売量が伸びていない。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・例年と比べて、新カタログ発刊後の受注量が伸びていな
い。

▲

旅行代理店（役
員）

販売量の動き ・食品や日用品価格の更なる引上げや、円安の進行も影響
し、国内旅行、海外旅行共に、予約額の前年比は３か月前よ
りも悪化している。

▲

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・大阪・関西万博が閉幕し、客の心理が万博ロス状態になっ
ている。何か別のことに向かう準備段階といった客も多く、
万博に取られていた周辺観光地への旅行の戻りもまだまだで
ある。このまま年末に向かえば、景況感は良くならない。

▲ タクシー運転手 お客様の様子 ・大阪・関西万博も閉幕し、客の消費が減っている。

▲
通信会社（役
員）

お客様の様子 ・上半期の総販売台数は、前年比で少し増加する傾向が続い
ているが、やや減速感もある。

▲

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・円安傾向が続くなかで、物価の上昇で消費が低迷してい
る。

×

一般小売店［ガ
ラス細工］（店
長）

販売量の動き ・客足の減少により、販売量が減少している。

×

一般小売店［書
籍］（管理担
当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の閉幕後、来客数の減少が顕著である。

×

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・販売量が前年比で80％と右肩下がりの動きが続いている。
故障による買換えが見込める商品でも、最近は修理が優先さ
れる傾向が強い。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・企業の大人数の宴会など、一定の予約客による来店はみら
れるが、９～10月中旬頃までは個人客や少人数での利用が激
減した。特に中年齢層の利用が減ったほか、商品価格を上げ
ざるを得ない状況となり、10月中旬に一部の値上げを行った
ため、来客数の不安定な状況が続いている。

×
一般レストラン
（店主）

来客数の動き ・インバウンドの減少がみられるほか、物価の上昇で地元の
客も全く動いていない。

◎ － － －

○
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・業界の需要期に入ってきている。

○
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・出荷量がやや増加傾向にある。

○

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・偶然の動きによるものか、受注の増加が続いている。傾向
としては、過去のリピート客と久しぶりの取引が増えてい
る。

○
金属製品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先が製造をやめ、その分の注文が回ってきたため、生
産量が増えている。

○

電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連業界の動きは依然として悪いが、今期に入って
からの受注状況はかなり好転している。

家計
動向
関連

(近畿)

企業
動向
関連

(近畿)
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○

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・状況は少し良くなっているものの、取扱製品や他の消費財
の価格上昇により、新たな製品の購入が減っている。基本的
には、現在使用している製品を修理して使い続ける傾向にあ
る。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年末に向けた動きが出てきたのか、問合せや受注が増えて
いる。

○
金融業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・この時期は引っ越しなどで需要が増えることから、売上は
増加傾向となる。

○

その他サービス
業［受託調査］
（調査担当）

取引先の様子 ・数社の取引先に業況を聞くと、米国の関税による影響は予
想したほどではなく、順調に推移しているとの声がある。

□

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・一部の取引先を除いて、月末に近づくと全体的に受注量が
減少する。

□

化学工業（製造
担当）

それ以外 ・受注量は大幅に増えているが、中国による米国向けの関税
対策であり、各国での製造コストの比較による増産であるた
め、景気が良くなっているわけではない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大きな変化はないが、新政権には期待している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・この数か月は景況感に変化はない。

□

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・10月に入っても気温の高い日があったためか、店頭の実売
はエアコンが前年を上回る荷動きとなったが、冷蔵庫や洗濯
機の動きは総じて前年を下回っている。

□
輸送用機械器具
製造業（役員）

取引先の様子 ・案件の受注に際し、一旦様子見する動きが増えている。

□

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・技能労務者不足や監理技術者不足に苦慮している。案件は
出てきているが、人手不足で積極的な受注活動ができない。

□
金融業［保険］
（経営者）

取引先の様子 ・特段良くなっているわけではなく、取引量も例年と比べて
変化はない。

□

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・いよいよ大阪・関西万博が閉幕し、首相も交代したが、具
体的な経済対策はこれからであり、今のところは変化がな
い。

□

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・インバウンドや大阪・関西万博の開催といった個別の材料
ではなく、期待できるリーダーが現れたことは朗報であり、
経済の復活に向けた動きに期待したい。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・今月までは大阪・関西万博関連の広告出稿があったため、
引き続き好調である。

□

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・大阪・関西万博の閉幕前には、駆け込みで大阪を訪れる観
光客が急増した。その結果、ターミナル駅を中心に大いにに
ぎわったが、その他の駅は何とか前年並みの推移となってい
る。

□

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・スポーツイベントに伴う需要などが伸びているが、店頭で
の日用品の販売はばらつきが大きく、全体としては減少して
いる。衣料品の量販チェーンでも、来客数、客単価共に前年
を上回る企業がある一方、店頭売上が２割減となった企業も
みられる。また、ＧＭＳ大手も売上が１割減と低迷してお
り、特に中高年の主婦層をターゲットにしている小売チェー
ンは不調である。一方、30代以下の実需層をターゲットとす
るチェーンは堅調な動きが続いている。

□

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・物価の上昇が落ち着けば良くなる。

▲

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・家庭用商品も良くないが、業務用商品の落ち込みも大き
い。気候の急激な変化が影響しているのか、外食関係が特に
苦戦している。

▲
食料品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・大阪・関西万博の効果がなくなってきた店舗がある。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・中旬以降、急な気温の低下で飲料の売上が少し減っている
ほか、価格改定の影響も少し出ている。

企業
動向
関連

(近畿)
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▲

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・大阪・関西万博への人の動きが、催事の集客力の減少につ
ながっている。減少した販売が回復せず、ここ３か月は売上
が前年比で10％減少している。

▲

窯業・土石製品
製造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・業界全体のトレンドとして、需要は減少傾向にある。当社
の受注量も少し減少傾向にあり、売上も微減となっている。
この傾向は今後も続くと予想されるため、受注状況を注視し
ていく必要がある。

▲

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・あらゆる商品の価格が高騰し、賃上げが追い付いていない
ため、住宅などの高額な消費は抑制される傾向にある。

▲

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・荷動きは少し減っているが、他の運送会社が人員を減らし
ているため、極端に運賃の安い仕事の依頼が回ってくる。長
年の取引先であり、赤字でも引き受けざるを得ない。

▲
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・送料の値上げで商品が売れなくなっている。

▲

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・都心部の有名な商店街でも、物販店の撤退が続いている。
賃料が下がり、空室率が上がるなど、景気は悪くなってい
る。

×

その他製造業
［履物］（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・円安によるコストの増加や物価の上昇で、消費者の買い控
え傾向が更に強まっている。景気が良くなる材料が見当たら
ない。

×

その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価の上昇が止まらない。

◎ － － －

○

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・新卒採用市場では、2026年卒と2027年卒が対象となってい
る。2026年卒の求人では、内定式の後もまだ優良な求人が
残っており、求人紹介も続いているなど、求職者にとっては
チャンスが多い。企業の間でも、2026年卒の採用活動を年内
は続けるところが増えている。

□
人材派遣会社
（管理担当）

求職者数の動き ・求人数は増加しているが、条件に合った求職者の応募が増
えない状況が続いている。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・60～70代の派遣求人への応募は鈍化していない。大阪・関
西万博での勤務経験者が派遣市場に流れているが、当社の扱
う求人は、特に語学力の必要がないオフィスワークが多いた
め、活用が難しい。

□

人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・今期に入ってからの状況の変化はないが、首相の交代や円
安などの影響で、投資を控える動きがみられる。

□

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

それ以外 ・新首相の就任で株価は上向いているが、物価上昇などの状
況は変わらず、景気に大きな変化はない。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告やデジタル広告の出稿状況をみると、四半期ベー
スではほぼ変わらない。ただし、大阪・関西万博などの影響
もあり、前年を上回る状態が続いている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月と比較して、７か月連続で減少して
いる。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人は減少傾向が続いている。多くの産業で人手不足や後
継者不足の声はあるが、物価の上昇や人件費の引上げなど
で、求人票の提出を控える動きが続いている。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・失業率全体は低下傾向であるものの、県内の有効求人倍率
は依然として低いほか、米国による関税の影響も不透明であ
る。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８～９月は前年よりも求人数が増えたものの、10月は前年
を下回る推移となっている。一部の求人は持ち直しの動きが
みられるものの、10月に入って最低賃金引上げによる影響が
みられる。景気が上向きとはいえないが、下向きかといえ
ば、求人を増やす動きもあるため、全体としては変わらな
い。

企業
動向
関連

(近畿)

雇用
関連

(近畿)
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□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数自体は減少傾向にあるものの、減少の理由は人手不
足の充足ではない。一部の業種では、最低賃金引上げを理由
とした求人申込の見直しが始まっていることから、今後の推
移には注意が求められる。

□
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・例年、年末に向けて求人が増える時期であるが、今年はま
だ動きが少ない。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・大阪・関西万博の就労スタッフによる求職を期待していた
が、すぐに就職活動を行う人は意外と少なく、求職者は例年
よりも減っている。

□
学校［大学］
（就職担当）

雇用形態の様子 ・求人条件の動きには、特に変化がみられない。

□

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・採用活動の早期化が、採用人数の増加につながっているわ
けではない。学生の内定獲得状況は前年よりもやや早く進ん
でいるが、採用人数を増やす動きだけでなく、減らす動きも
幾つかみられる。

□

その他雇用の動
向を把握できる
者

求人数の動き ・米国の関税による大きな影響はみられないが、事業者は為
替相場の動向を注視している。また、最低賃金引上げによる
人件費の負担増を危惧する声がある一方、求職者からは最低
賃金の引上げ効果を期待する声もある。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・事務関係で就職したい人材は多い一方、求人数は減少傾向
にあるほか、賃金の上昇もみられない。

× － － －

雇用
関連

(近畿)


